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～下野JLC新会長から一言～ ～下野JLC新会長から一言～ ～下野JLC新会長から一言～ 

生
涯
学
習
だ
よ
り
 

生
涯
学
習
だ
よ
り
 

栃
木
県
次
世
代
人
材
づ
く
り
事
業 

青
年
リ
ー
ダ
ー
・
女
性
リ
ー
ダ
ー
募
集 

「
貧
困
と
こ
ど
も
た
ち
」 

下
野
市
市
民
人
権
講
座
終
了 

下
野
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス 

ク
ラ
ブ
（
J
L
C
）
会
員
募
集
！ 

　子どもが好き＆ボランテ
ィアがしたいと思っている
中学生・高校生の皆さん!! 
　ジュニアリーダースクラ
ブのメンバーになって、一
緒に活動しませんか？ 

        ●
趣
　
旨
 

　
活
力
と
美
し
さ
に
満
ち
た
郷
土

″と
ち
ぎ
　
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
に
、
自
ら
考
え
主
体
的
に
行

動
す
る
、
次
代
の
栃
木
県
を
担
う

人
材
づ
く
り
が
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
国
際
的
視
野
を
も
ち
、

人
間
性
豊
か
で
地
域
で
活
躍
す
る

青
年
リ
ー
ダ
ー
及
び
女
性
リ
ー
ダ

ー
を
市
町
と
共
同
で
育
成
し
ま
す
。
 

●
主
　
催
 

　
栃
木
県
次
世
代
人
材
づ
く
り
事

業
実
施
委
員
会
 

●
対
　
象
 

①
青
年
リ
ー
ダ
ー
部
門
 

※
原
則
と
し
て
市
内
在
住
で
、
満

18
歳
以
上
36
歳
未
満
の
男
女
 

②
女
性
リ
ー
ダ
ー
部
門
 

※
原
則
と
し
て
市
内
在
住
で
、
満

36
歳
以
上
55
歳
未
満
の
女
性
 

●
定
　
員
　
各
1
名（
市
か
ら
派
遣
） 

※
県
全
体
で
30
名
 

●
研
修
日
程
 

〈
前
期
研
修
〉
 

①
7
月
31
日
（
土
）

 ②
8
月
28
日
（
土
）
・
29
日
（
日
）
 

③
9
月
25
日
（
土
）
 

〈
海
外
研
修
〉
 

　
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
（
ヴ
ォ
ー
ク

リ
ュ
ー
ズ
県
）
 

  
　　 
10
月
7
日
（
木
）
〜
13
日
（
水
）
 

〈
後
期
研
修
〉
 

　
11
月
6
日
（
土
）
 

〈
研
修
成
果
発
表
会
〉
 

　
1
月
29
日
（
土
）
 

〈
そ
の
他
自
主
研
修
を
随
時
開
催
〉
 

●
本
人
負
担
額
　
19
万
6
千
円
 

●
選
　
考
 

　
書
類
審
査
（
小
論
文
ほ
か
）、面

接
等
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。
 

※
市
か
ら
県
へ
の
推
薦
者
の
選
考

で
あ
り
、
県
で
さ
ら
に
選
考
会
が

あ
り
ま
す
。
 

●
募
集
期
間
 

　
4
月
12
日（
月
）〜
5
月
31 
日

（
月
）
 

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

　
生
涯
学
習
課
☎（
52
）1
1
1
9
 

    ●
下
野
J
L
C
と
は
？
 

　
下
野
市
内
で
活
動
中
の
、
中
学

生
・
高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
で
す
。
子
ど
も
会
を
中
心
に
、

子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
お
手
伝
い
 

す
る
『
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
』
で
す
。
 

●
活
動
内
容
 

★
子
ど
も
会
活
動
や
、
公
民
館
の

子
ど
も
教
室
な
ど
の
お
手
伝
い
 

★
市
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
 

★
県
や
他
市
町
の
J
L
C
研
修
会

等
に
参
加
 

★
自
分
た
ち
の
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り
 

 
等
々
、
月
1
回
の
定
例
会
で
、

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
か
、
ど
ん
な

企
画
に
す
る
か
を
、
雑
談
ま
じ
り

に
楽
し
く
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
 

●
そ
の
他
 

　
年
に
数
回
県
内
外
の
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
と
交
流
す
る
機
会
も
あ

り
、
幅
の
広
い
交
友
関
係
を
築
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

●
年
会
費
　
1，
0
0
0
円
 

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

　
生
涯
学
習
課
☎（
52
）1
1
1
9
 

          

    　
今
年
度
は
、
顕
在
化
し
て
い
る

格
差
社
会
と
教
育
の
問
題
に
つ
い

て
、
「
貧
困
と
こ
ど
も
た
ち
」
を

テ
ー
マ
に
、
学
び
の
場
、
学
習
機

会
の
保
障
に
つ
い
て
考
え
る
講
座

を
実
施
し
ま
し
た
。
 
 

　
「
下
野
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
」

の
中
に
、
行
政
の
生
涯
学
習
化
を

目
指
す
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

下
野
市
で
は
行
政
に
よ
る
学
習
機

会
の
提
供
は
、
市
民
の
生
存
権
を

保
障
す
る
た
め
と
捉
え
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
た
め
、
こ
の
人
権
講
座
に

お
い
て
も
、
社
会
に
出
る
ス
タ
ー

ト
時
に
お
い
て
の
教
育
機
会
の
格

差(

不
平
等)

は
、
基
本
的
人
権
の

侵
害
と
考
え
是
正
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
し
、
子
ど
も
達
の
現
況
と
市

民
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み
を
学
習

内
容
と
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
一
昨
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」

は
、
子
ど
も
の
人
権
を
考
え
る
に

あ
た
っ
て
欠
か
せ
な
い
条
約
で
す

が
、
批
准
後
も
こ
の
条
約
に
つ
い

て
は
一
般
的
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
状
況
で
す
。
 

　
他
市
町
で
は
す
で
に
こ
の
権
利

条
約
を
基
に
条
例
を
制
定
し
、
子

ど
も
に
関
す
る
す
べ
て
の
行
政
施

策
を
関
連
付
け
事
業
を
行
っ
て
い

る
所
も
あ
り
、
下
野
市
に
お
い
て

も
、
こ
の
ワ
ー
ル
ド
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
な
「
こ
ど
も
観
」
に
基
づ
き
青

少
年
の
育
成
や
子
育
て
支
援
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

ま
ず
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
学
習
会

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
 

　
3
年
間
で
延
べ
4
0
0
名
を
超

え
る
市
民
が
こ
の
条
約
に
つ
い
て

学
ぶ
機
会
を
も
っ
た
こ
と
は
大
き

な
成
果
で
す
。
 

　
今
後
は
、
市
民
主
体
の
学
習
会

開
催
な
ど
の
働
き
か
け
を
行
い
、

よ
り
具
体
的
な
条
約
の
理
念
の
啓

発
・
行
動
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
受
講
さ
れ
た
市
民
の
皆
様

を
始
め
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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